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市政だより

昭和55年 6月1日 No.894 

人口の動き

5月 1日現在 前月比

人口計 .6 5.4 9 5 + 365 
男 31.530 +210 
女 33.9 6 5 +155 

世帯数 1 8.8 9 4 +173 
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所よこγ 市役所よ乙i乙建設していましたコミュニティセンタ

ーが完成、 6月2日からオープンします。

乙の施設は、市民の生涯教育、市民連帯の場として

約 4億1600万円かけて昨年10月に着工していたもので

中央公民館、視聴覚ライブラリ一、少年センターの仕

事をします。

市民の皆さんのご利用をお願い します。

お気軽にご利用下さい
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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(2) りお お む市政だより昭和55年 6月1日
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明

る

い

近

代

的

な

コミュ一
士
ア
イ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
概
要

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
の
生
涯
教
育
及
び
市
民
連
帯

の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
施
設
で

室〉

す。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

議6. 
コヨE

O 

く〉

O 

(大

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
構

成
す
る
機
関
は
次
の
も
の
で
す
。

④
中
央
公
民
館

④
少
年
セ
シ
タ

l

@
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

2
階
平
面
図

ベランダ

ロビー

|第4講座室
(実習講座室)

料理 講 習 室1階平面図
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第 5講座室
(美術室)

和 室
(老人休養室)

大会議室



昭和55年 6月 1日
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りおおむ市政だよりl3) 

各

室

の

ー

一
階
l

o

大
会
議
室

(
三
七
一

・
二
d
)

五
百
人
収
容

。
料
理
講
習
室

(
一
一
九
・

一
九

d
)

四
十
人
収
容

。
陶
芸
室
(
四

0
・
六
d
)

ガ
ス
焼
成
器
備
付

。
第

一
講
座
室

(
八
一
・
二
吋
)

四
十
五
人
収
容

。
保
育
室

(十
九
畳
)

。
視
聴
覚
室

(三
四
・
五
而
)

内

容
十
人
収
容

。
老
人
休
養
室

(
四
十
二
畳
)

五
十
人
収

容

。
第
二
講
座
室

(六
回
・
二

d
)
 

三
十
人
収

容

4 

.・・.............. 

ー
二
階
|

。
第
三
講
座
室

(
四
五
・
八

七
d
)

百
人
収
容

。
第
四
講
座
室

(
六
二
・
六

Jg

二
十
五
人
収
容

。
第
五
講
座
室

(七
七
・

o
d
)

四
す
五
人
収
容

。
音
楽
室
(
六
四
・
二
而
)

三
十
人
収
容

• 

…
…
…
公
民
館
の
利
用
は

日

-

す
A

山

。
お
申
込
み
は

使
用
日
の
五

日
前
ま
で
に

使
用
許
可
申

請
書
を
提
出

し
て
下
さ
い

@
使
用
料
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
冷
暖
房
・
ガ
ス
ま
た
は

水
道
や
電
気
機
器
な
ど
の
持
ち

込
み
に
は
実
費
を
い
た
だ
く
使

用
規
程
が
あ
り
ま
す
の
で
、
中

央
公
民
館
に
ど
相
談
下
さ
い
。 (料理講習室)

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

(中
央
公
民
館
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
少
年
セ
ン
タ
ー
)

電
話
番
号
は

④

l
三
一
六
一
(
代
)

@
旧
電
話
番
号

②
|
四
三
二一

②
|
二
四
六
九

④
新
電
話
番
号

④

l
三

二
ハ
一

(
代
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
竣

ヱ
に
伴
い
、
中
央
公
民
館

・
視
聴

覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

・
少
年
セ

ン
タ

ー
が
移
転
し
ま
し
た
が
、
電
話
番

号
も
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
お
し

ら
せ
し
ま
す
。

中央公民館使用料

lh明 !齢 [ !?露間 ZE23 1 11号訴 | 探主主 1 2~号訴
円円円 円 円 円

大会議 室 3，000 I 4，000 I 5，000 I 6，000 I 8，000 I 10，000 

料理講習室 800 1.000 1.300 1，500 2，000 

陶芸焼成室 200 300 400 500 600 80u 

第 1 講座室
500 700 900 1.000 1.400 1. 700 

(郷土史料室)

保 育 室 200 300 400 500 600 800 

視 勝、 覚 室
{リハピリテー シヨン室)

200 300 400 500 600 800 

和 室
700 900 1，200 1.400 1.900 2，300 

〈老人休養室)

第 2 講 座 室
400 500 700 800 1.100 1.300 

(婦人学習室)

第 3 講座 室

(会議 室〉
900 1，600 1，900 2，500 3，100 

第 4 講座室
400 500 800 1.100 

(実習講座室)

第 5 講座室
500 600 800 1.300 

(美術 室)
1，600 

楽 室 500 700 800 1.100 1.300 
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「
投

票

日

月

212 

日

6 

衆

議

院

議

員

総

選

挙

参

議

院

議

員

通

常

選

挙

最

高

裁

判

所

裁

判

官

国

民

審

査

衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
が
来
る
六
月
二

十
二
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
六
月
五
日
頃

発
送
す
る
予
定
で
す
。

投
票
所
に
は
必
ず
入
場
券
を
持

っ
て
お
出
か
け
下
さ
い
。

も
し
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
た

は
お
近
く
の
出
張
所
へ
お
問
合
せ

下
さ
い
。

な
お
、
市
内
で
住
所
を
移
動
さ

れ
た
人
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ

た
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
入
場
券
を
よ
く
確

め
て
投
票
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。

不

在

者

投

票

投
票
日
の
当
日
、
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
っ
て
ど
う
し
て
も
投
票

所
に
行
っ
て
投
票
す
る
乙
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
不

在
者
投
票
4

守
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。-
不
在
者
投
票
の
で
き

る
人

②①  
故や人職投
にむ 務票
ょを ま区
り得 たの
市な は区
外い 業域
に用 務外
旅 務 i乙に
行ま 従お
中た 事い
まは 中て
た事の

は
滞
在
中
の
人

③
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
、
不
具
ま

た
は
産
じ
ょ
く
に
あ
る
た
め
歩

行
が
著
し
く
困
難
な
人
(
在
宅

投
票
は
で
き
ま
せ
ん
〉

④
大
村
市
か
ら
他
市
町
村
へ
転
出

し
た
人
ま
た
は
転
出
予
定
の
人

他
市
町
村
か
ら
大
村
市
に
転
入

さ
れ
て
、
ま
だ
大
村
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は

前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ

宣
誓
書
を
添
え
て
請
求
し
て
下
さ

-
不
在
者
投
票
の
で
き

る
期
間
お
よ
び
時
間

マ
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

五
月
三
十
日

t
六
月
二
十
一
日

ま
で

マ
衆
議
院
議
員
総
選
挙

六
月
二
日

t
六
月
二
十
一
日
ま

で
マ
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

六
月
十
二
日

t
六
月
二
十

一
日

ま
で

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
八
時
三

十
分

t
午
後
五
時
ま
で
(
土
・

日
曜
を
含
む
)

こ
の
一
票

政
治
と
暮
し
に
生
か
す
票

⑦ 
② 
O 

/ 

O 
O 

-
不
在
者
投
票
の
場
所

マ
太
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
な
お
、
詳
し
く
は
市
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い

-
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票

選
挙
人
で
身
体
に
重
度
の
障
害

の
あ
る
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
お
り
、
次
に
該
当
さ
れ
る
人

は
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
ζ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
投
票
を
行
う
に
は
郵
便
投

票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
投
票
日
間
近

に
な
っ
て
証
明
書
の
交
付
申
請
を

し
て
も
投
票
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
早
目
に
選
挙
管
理
委

員
会
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

そ
の
ほ
か
詳
し
い
こ
と
は
申
請

を
さ
れ
た
と
き
に
説
明
し
ま
す
。

な
お
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交

付
を
受
け
た
人
で
、
郵
便
に
よ
る

投
票
を
す
る
場
合
は
、
六
月
十
八

日
ま
で
に
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求

を
さ
れ
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

〔
身
体
障
害
者
〕

。
両
下
技
も
し
く
は
体
幹
の
障
害

で
一
級
ま
た
は
二
級
に
該
当
す

る
人

。
心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸

器
の
障
害
で
一
級
ま
た
は
三
級

に
該
当
す
る
人

〔
戦
傷
病
者
〕

。
両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の
障
害

で
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
に

該
当
す
る
人

。
心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸

器
の
障
害
で
特
別
項
症
か
ら
第

三
項
症
に
該
当
す
る
人

名
簿
の
登
録
に
つ

い
て

市
政
だ
よ
り
の
五
月
十
五
日
号

に
も
掲
載
し
ま
し
た
と
お
り
、
選

挙
人
名
簿
の
登
録
は
毎
年
九
月
一

日
現
在
及
び
選
挙
が
行
わ
れ
る
と

き
に
登
録
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
学
生
の
住
所
に
つ
い

て
は
就
学
地
の
寮
ま
た
は
下
宿
に

あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

従

っ
て
、
大
村
市
に
住
民
登
録

を
し
た
ま
ま
就
学
地
の
寮
ま
た
は

下
宿
に
居
住
し
て
い
る
人
は
そ
の

就
学
地
へ
住
民
異
動
の
届
け
出
を

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
乙
の
よ
う
な
人
で
す
で

に
卒
業
し
て
大
村
市
に
戻

っ
て
居

住
し
て
い
る
人
は
選
挙
管
理
委
員

会
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。
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投

票

所

の

変

更

今
回
の
選
挙
か
ら
投
票
所
が
一

部
変
更
さ
れ
ま
す
。

入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票

所
名
を
確
認
の
う
え
投
票
所
へ
お

投票所が変った地区

町 内会 名 新しい投票所

下杭出津.辻田.新城 中地区住民セジター
西小路.協和田J.松山

別館(医師会館裏)
町.昭和通.松山町第

見取函参照

坂口.池田.池田 9区 池田新町公民館
池田10区.池田11区.

(池田保育所裏)池田アパート

りおおむ

出
か
け
下
さ
い
。

な
お
、
昨
年
の
総
選
挙
に
お
い

て
大
村
市
役
所
に
投
票
所
が
変
更

さ
れ
た
地
区
に
つ
い
て
は
、

今
回

か
ら
従
来
ど
お
り
大
村
幼
稚
園
が

投
票
所
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間

違
え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

見取図

国 国 1

7/ I'-!VV- / ~~ 

地
方
税
法
が
一
部
改
正

所

得

控

除

の

引

上

げ

…

均
等
割
税
率
の
引
上
げ
な
ど

市政だより(5) 

昭
和
五
十
五
年
度
の
地
方
税
法

が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔市
県
民
税
〕

①
所
得
控
除
額
の
引
上
げ

低
所
得
者
層
の
負
担
の
軽
減
を

r 

図
る
た
め
、
所
得
控
除
が
次
の
と

お
り
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。
(
)
内

は
現
行
の
額

・
基
礎
控
除

二
十
二
万
円
(
二
十
一
万
円
)

-
配
偶
者
控
除

二
十
二
万
円
(
二
十

一
万
円
)

.
扶
養
控
除

二
十
二
万
円
(
二
十
万
円
)

以
上
の
三
つ
の
控
除
が
同
額
と

さ
れ
た
乙
と
に
伴
い
、
配
偶
者
の

い
な
い
世
帯
の

一
人
目
の
挟
養
控

除
(
現
行
二
十
一
万
円
)
は
、
一

般
の
扶
養
控
除
に
吸
収
さ
れ
ま
す

.
老
人
挟
養
控
除

二
十
三
万
円
(
二
十
一
万
円
)

.
障
害
者
控
除

二
十

一
万
円
(
十
九
万
円
)

.
特
別
障
害
者
控
除

二
十
三
万
円
(
二
十
一
万
円
)

.
老
年
者
控
徐

二
十
一
万
円
(
十
九
万
円
)

.
寡
婦
控
除

二
十
一

万
円
(
十
九
万
円
)

.
勤
労
学
生
控
除

二
十

一
万
円
(
十
九
万
円
)

-
同
居
老
親
等
扶
養
控
除
の
創
設

新
た
に
同
居
老
親
等
扶
養
控
除

二
十
六
万
円
を
設
け
、
所
得
割
の

納
税
義
務
者
の
有
す
る
老
人
扶
養

親
族
(
七
十
歳
以
上
の
者
で
障
害

者
に
該
当
し
な
い
も
の
)
が
、
納

税
義
務
者
ま
た
は
配
偶
者
の
直
系

尊
属
で
納
税
義
務
者
ま
た
は
配
偶

者
の
い
ず
れ
か
と
同
居
し
て
い
る

場
合
に
は
.
こ
の
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
乙
札
ら
の
所
得
控
除
引

上
げ
に
よ
る
負
担
の
軽
減
に
対
処

す
る
た
め
市
民
税
の
所
得
割
の
税

率
適
用
区
分
が
調
整
さ
れ
ま
す
。

④
個
人
の
均
等
割
税
率
を
引
上
げ

個
人
の
均
等
割
に

つ
い
て
は

昭
和
五
十
一
年
度
に
税
率
が
引
上

げ
ら
れ
て
以
来
す
え
置
か
れ
て
い

ま
す
が
、
今
回
、
定
額
課
税
の
見

直
し
と
い
う
観
点
か
ら
次
の
と
お

り
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

-
県
民
税

五
百
円
(
現
行
三
百

円

-
市
民
税

千
五
百
円
(
現
行
千

二
百
円
)

③〔
を電電
引 気 気
上 税 税
げ及 及

び び
ガガ
スス
税税
の 〕
免
税
占

-
電
気
税

五
月

一
日
か
ら
三
千

六
百
円
(
現
行
二
千
四
百
円
)

-
ガ
ス
税

六
月

一
日
か
ら
一
万

円
(
現
行
七
千
円
)

※
詳
し
く
は
税
務
課

へ

国
保
相
談

、こ

存

じ

何
年
度
の
国
保
予
算

m億
円
に

(軍
国
保
予
算
の
仕
組
み

国
保
の
財
政
は
、
そ
の
年
の

医
療
費
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る

か
を
計
算
し
、
そ
れ
に
も
と
づ

い
て
国
か
ら
の
補
助
金
や
保
険

税
の
額
を
決
め
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

⑥
伸
び
続
け
る
医
療
費

本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
医

療
費
も
毎
年
上
昇
を
続
け
て
お

り
、
五
十
五
年
度
は
三
十
四
億

五
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す

こ
の
う
ち
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

が
病
院
な
ど
に
か
か
ら
れ
た
と

き
三
割
分
を
負
担
し
ま
す
が
、

残
り
の
七
割
分
を
国
保

(市
)

が
負
担
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す

①
五
十
五
年
度
の

国
保
予
算
の
内
訳

予
算
総
額
は
二
十
八
億
四
千

万
円
で
、
五
十
四
年
度
当
初
予

算
に
比
較
し
て
二
億
三
千
万
円

増
え
て
い
ま
す
。

で

す

か

歳
出
の
内
訳
は
、
九
六

・
二

労
が
医
療
費
の
支
払
い
や
高
額

療
養
費
、
助
産
、
葬
祭
費
の
支

給
に
要
す
る
保
険
給
付
費
で、

あ
と
の
三
・
八
Mm
が
人
件
費
な

ど
の
経
費
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
は
、

国
か
ら
の

補
助
金
が
六
八
・
九
弱
、
保
険

税
が
二
四
・
三
労
で
操
入
金
や

そ
の
他
の
収
入
が
六

・
八
Mm
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

一
億
三
千
万
円

医
療
費
が
増
え
れ
ば
国
の
補

助
金
も
増
額
さ
れ
ま
す
が
、

一

方
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
保
険
税
も
増
額

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市

と
し
て
は
少
し
で
も
保
険
税
の

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に

一
般

会
計
か
ら

一
億
三
千
万
円
を
繰

入
れ
て
い
ま
す
。
一
世
帯
当
り

約
一
万
四
千
五
百
万
円
の
軽
減

を
図
る
乙
と
に
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
国
保
は
火
の
車
で
す

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ど
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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書、臼

ぎ安

正容
易2
議

雨
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
は
、

毎
年

大
な
り
小
な
り
雨
水
な
と
に
よ
る

被
害
が
各
地
で
出
て
い
ま
す
。

単
に
天
災
と
い
う
乙
と
で
済
ま

す
こ
と
な
く
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
小
さ
な
注
意
で
未
然
に
防
ぐ

乙
と
が
で
き
ま
す
。

一
日
一
頃
り
心
が
ま
え

…

-
過
去
に
学
ぼ
う

災
害
は
繰
り

返
し
起
乙
る
も
の
で
す
。
過
去

に
ど
ん
な
被
害
を
受
け
た
か
知

っ
て
お
く
乙
と
が
非
常
に
大
切

で
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
機

会
に
お
と
し
よ
り
の
話
し
を
聞

い
た
り
し
て
、
過
去
の
災
害
例

な
ど
を
知
っ
て
お
く
よ
う
に
し

古
品

t
レ
ょ
・
っ
。

-
地
域
の
特
性
を
知
ろ
う

皆
さ

ん
の
住
ん
で
い
る
と
乙
ろ
は
安

全
で
し
ょ
う
か
。
川
や
が
け
の

位
置
、
地
質
、
地
盤
の
高
さ
、

強
さ
な
ど
の
特
性
を
知
り
、
市

役
所
に
聞
く
な
ど
し
て
、
ど
ん

な
災
害
が
起
き
や
す
い
か
知
つ

避

難

場

所

非
常
の
場
合
は
最
寄
り
の
避
難
場

所
へ
避
難
し
て
下
さ
い

(
)
内
は
電
話
番
号
、
収
容
人
員

市
民
体
育
館
(
曾
@
l
一
五
五
二

・
千
人
)
園
芸
高
校
(
曾
④
|
三

コ
二
・
五
百
人
)
大
村
高
校

(
富
②
|
二
六
六

0
・
五
百
人
)

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

払
い
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

-
環
境
の
変
化
に
注
意
し
よ
う

山
林
の
伐
採
、
池
の
埋
立
、
宅

地
造
成
な
ど
、

環
境
の
変
化
に

よ
っ
て
災
害
発
生
の
様
相
が
変

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
わ

り
の
変
化
に
よ
く
注
意
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の

準
備
、

-
気
象
情
報
に
注
意
し
よ
う

害
か
ら
身
を
す
る
た
め
に
は
、

台
風

、
降
雨
な
ど
の
規
模
、
強

さ
を
知
っ
て
お
き
、
ど
ん
な
災

害
が
起
き
る
お
そ
れ
が
あ
る
か

を
あ
ら
か
じ
め
知
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
ま
ず

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
新
し

い
気
象
情
報
を
知
り
ま
し
ょ
う

次
に
、
す
で
に
被
害
の
出
て
い

る
状
況
は
、
自
分
の
と
こ
ろ
で

も
ど
ん
な
災
害
が
起
き
る
か
を

知
る
何
よ
り
の
手
が
か
り
で
す

よ
そ
ご
と
と
は
思
わ
ず
注
意
を

市
役
所
(
曾
③
|
四
一

一
一
・
五

百
人
)
大
村
小
学
校
(
曾
③
l
七

一一

七

・
五
百
人
)
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
(
雷
④
|
一
一
一
一
六
一

・
五
百
人
)
市
民
会
館
(
宮
②
|

二
七
三
九
・
千
人
)
三
城
小
学
校

(雷
③
|
三
二
三
四
・
五
百
人
)

市
武
道
館
(
曾
②
|
四
八
四
六
・

千
八
百
人
)
大
村
市
農
協
会
館

(曾
@
l六
一
ム
ハ
一
・

五
百
人
)

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
雷
③
|
一

l非常用品|

-
避
難
の
準
備
を
し
て
お
こ
う

危
険
が
せ
ま
る
前
に
避
難
場
所

や
道
順
、
避
難
命
令
の
出
さ
れ

方
、
伝
達
の
方
法
を
警
察
や
消

防
闘
に
確
か
め
、
家
族
や
町
内

会
、
地
域
の
人
た
ち
と
話
し
合

っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

災

-
危
険
が
せ
ま
っ
た
ら
す
ぐ
避
難

し
よ
う

河
川
の
氾
ら
ん
、
山

崩
れ
、
が
け
崩
れ、

高
潮
な
ど

は
必
ず
あ
っ
と
い
う
ま
に
起
こ

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断

や
家
財
道
具
へ
の
執
着
が
避
難

を
返
ら
せ
、

大
事
を
招
い
た
例

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

危
険

が
せ
ま
っ
た
ら
何
よ
り
も
早
自

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

①
避
難
す
る
時
の
持
ち
物
は
最

小
限
に
、
身
じ
た
く
は
身
軽

な
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
場
所
で
は
リ
ー
ダ
ー
の

指
揮
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

コ一
五
一
・
五
百
人
)
本
経
寺
(
雷

②
!
二
一二
二
二
・
二
百
人
)
正
法

寺
(
曾
②
1
二
一
一
四
七
・
百
人
)
中

地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
(
雷
③
l
一

三
七
六
・

三
百
人
)
西
大
村
中
学

校
(
曾
③
1
二
三
六
0
・
五
百
人
)

中
央
小
学
校
(
雷
③
l
二
O
四
六

・
五
百
人
)
放
虎
原
小
学
校
(
雷

④
|
一
一
八
一

五
・
三
百
人
)
西
大

村
小
学
校
(
曾
③
|
二
六
七

0
・

五
百
人
)
諏
訪
公
民
館
(
百
人
)

池
田
公
民
館
(
百
人
)
ろ
う
学
校

(
曾
②
l
二
四
四
四
・
三
百
人
)

竹
松
小
学
校
(
雷
⑤
|
八
二
二
四

・
五
百
人
)
竹
松
出
帳
所
(
雷
⑤

|
八
三
一
四
・
三
百
人
)
福
重
小

学
校
(
雷
⑤
l
八
五
二
四
・
五
百

人
)
郡
中
学
校
〈
雷
⑤
l
八
一
ニ
一

四
・
五
百
人
)
福
重
出
張
所
(
雷

⑤
1
八
六
-
四
・
二
百
五
十
人
)

松
原
小
学
校
(
富
⑤
|
八
六

一
九

・
五
百
人
〉
松
原
出
張
所
(
雷
⑤

|
八
五

O
一
・
二
百
五
十
人
)
萱

瀬
中
学
校
(
曾
①
|
七

O
O四
・

五
百
人
)
萱
瀬
小
学
校
(
曾
@
l

七

O
O一
一・

五
百
人
)
萱
瀬
出
張

所
(
雷
⑤

l
七
O
O
一
・
二
百
人
)

鈴
田
小
学
校
(
富
②
|
四
三
二
二

・
三
百
人
)
三
浦
小
学
校
(
曾
②

|
四
一
一
一
一
八
・
三
百
人
)
玖
島
中

学
校
(
雷
③
|
三
四
O
一
・
五
百

人
)

※
各
避
難
場
所
の
責
任
者
は
、
消

防
分
団
長
、
町
務
連
絡
員
で
す
。

と主 j

警な;
報注 j

E、:

報;

注
意
報
と
は
H
気
象
現
象
な
ど
に

よ
り
、

県
内
の
ど
こ
か
に
被
害

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

一
般
の

注
意
を
喚
起
す
る
た
め
気
象
官

署
が
発
表
す
る
も
の。

警
報
と
は
H
気
象
現
象
な
ど
に
よ

り
、
県
内
の
ど
こ
か
に
大
き
な

災
害
の
起
乙
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
そ
想
さ
れ
る
場
合
に
一
般
の

警
戒
を
-
つ
な
が
す
た
め
に
気
象

官
岩
が
発
表
す
る
も
の。

強
風
注
意
報
H
平
均
風
速
が
毎
秒

十
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
と
予
想

さ
れ
る
と
き
。

風
雨
注
意
報
H
普
通
以
上
の
雨
を

伴
い
平
均
風
速
が
毎
秒
十
メ
ー

ト
ル
を
こ
え
る
と
予
想
さ
れ
る

と
・き。

大
雨
注
意
報
H

一
時
間
雨
量
が
二

0
ミ
リ
以
上
、
ま
た
は
三
時
間

雨
量
が
四

0
ミ
リ
以
上
、
ま
た

は
二
十
四
時
間
雨
量
が
七

0
ミ

リ
を
乙
え
る
と
予
想
さ
れ
る
と

き。

雷
と 乙 雨
きっ j主
。て意

落 報
雷 11

の 激
お し
そ い
れ 需
が 雨
あが
る 起

洪
水
注
意
報
H

二
十
四
時
間
雨
量

• 
風

iコ、
口

台
風
は
、
中
心
の
気
圧
が
異
状

に
低
い
た
め
、
周
囲
か
ら
空
気
が

猛
烈
な
い
き
お
い
で
吹
込
ん
で
い

ま
す
。
地
球
の
自
転
の
影
響
で
北

半
球
で
は
、
左
巻
の
う
ず
巻
と
な

っ
て
進
む
、
乙
の
結
果
、
台
風
の

風
の
強
さ
は
中
心
の
右
側
と
左
側

で
は
大
き
く
違
い
ま
す
。
つ
ま
り

中
心
の
右
側
で
は
、
台
風
そ
の
も

の
の
南
よ
り
の
風
に
台
風
の
進
む

力
が
加
わ
る
た
め
風
の
強
さ
が
倍

加
さ
れ
、

左
側
は
風
の
向
き
が
逆

に
な
る
た
め
に
弱
め
ら
れ
る
わ
け

で
す
。

路進の風ムロ

が
一
五

0
ミ
リ
を
こ
え
る
と
予

想
さ
れ
る
と
き
。

波
浪
注
意
報
H
風
波
、
う
ね
り
な

ど
の
現
象
に
よ
り
船
舶
や
沿
岸

施
設
な
ど
に
被
害
が
予
想
さ
れ

る
と
き
。

高
潮
注
意
報
H
高
潮
に
よ
っ
て
海

岸
付
近
の
低
い
土
地
に
浸
水
し

ま
た
、
河
口
付
近
の
河
川
の
水

が
増
し
被
害
が
予
想
さ
れ
る
と

品
c

。

異
常
乾
燥
注
意
報
H

空
気
が
異
常

に
乾
繰
し、

火
災
の
危
険
が
大

き
い
と
予
想
さ
れ
る
と
き
。

濃
霧
注
意
報
H
濃
霧
の
た
め
、
交

通
機
関
な
ど
に
著
し
い
支
障
を

お
よ
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
と
き
。

暴
風
雨
警
報
日
平
均
風
速
が
二
十

メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
と
予
想
さ

れ
る
と
き
。
(
雨
を
伴
わ
な
い

と
き
も
含
む
)

大
雨
警
報
H

一
時
間
雨
量
が
四

O

ミ
リ
以
上
、
ま
た
は
三
時
間
雨

量
が
八

0
ミ
リ
以
上
、
ま
た
は

二
十
四
時
間
雨
量
が
二

0
0
ミ

リ
を
こ
え
る
と
予
想
さ
れ
る
と

キ
己
。

洪
水
警
報
H

二
十
四
時
間
雨
量
が

二
0
0
ミ
リ
を
こ
え
る
と
予
想

さ
れ
る
と
き
。

と

風

• 
こ
の
よ
う
な
台
風
の
特
徴
を
如

実
に
示
し
た
も
の
が
、
昭
和
三
十

四
年
九
月
日
本
に
上
陸
し
た
伊
勢

湾
台
風
で
す
@
乙
の
台
風
の
中
心

か
ら
左
側
に
あ
っ
た
三
重
県
の
上

野
で
は
、

最
大
風
速
は
二
十
四
・

二
メ
ー
ト
ル
で
し
た
が
、
右
側
の

名
古
屋
は
三
十
七
メ
ー
ト
ル
を
記

録
し
ま
し
た
。

乙
の
よ
う
に
台
風
の
持
つ
特
質

を
十
分
理
解
し
、
台
風
情
報
に
も

細
心
の
注
意
を
払
う
乙
と
が
必
要

で
す
。
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よ O・ .・う ぎ ず 守 お 上 毎 @ @ @ 
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によよ知は し 鎖 人 郵 うしも下 iζ は よ ど を 木 市 | さ 雷 弘 吉宮 さ|
指 くうら、て な に 便 l乙てのさ 迷丈 相行 曜民 八ん ④ さ ⑤ ん 二
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人
権
擁
護
委
員

四
月
十
五
日
付
で
藤
戸
三
郎
さ

ん
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は、

国
民
の
基

本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
と
と
の

な
い
よ
う
に
監
視
し、

も
し
こ
れ

が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の

救
済
の
た
め
す
み
や
か
に
適
切
な

処
置
を
と
る
と
と
も
に
、

常
に
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
湯
に
努
め

る
こ
と
が
主
な
使
命
に
な
っ
て
い

ま
す
。身

の
ま
わ
り
の
い
ろ
い
ろ
な
問

題
で
苦
し
み
悩
ん
で
お
ら
れ
る
人

は
、
次
の
四
人
の
人
権
擁
護
委
員

市政だより昭和55年 6月1日
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J ¥  

に
遠
慮
な
く
ど
相
談
下
さ
い
。

自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

@
藤
戸
三
郎
さ
ん
(
琴
浜
町
一
、

く〉

長司

犬

は

最
近
、
飼
い
犬
に
よ
る
被
害
が

多
発
し
、
市
民
か
ら
の
苦
情
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
市
で
は

犬
取
締
条
例
で
飼
い
犬
の
放
し
飼

い
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
必

一

長

崎

行

政

監

察

局

長

か

ら

一

一

ー

江

口

善

芳

さ

ん

に

感

謝

状

一

一

行
政
相
談
委
員
と
し
て
行
政

察
局
長
か
ら
感
謝
状
及
び
記
念

一

一
相
談
業
務
に
ど
尽
力
い
た
だ
い
品
が
五
月
二
十
日
に
聞
か
れ
た
一

一
て
い
ま
す
江
口
善
芳
さ
ん
(
皆

行
政
相
談
委
員
全
体
会
議
の
席

一

一
同
郷
〉
に
対
し
て
長
崎
行
政
監

上
で
贈
ら

れ

ま

し

た

。

一

洗

剤

に

関

す

る

ケ

i
ト

中

間

報

告

ア

‘ J 

ア
ジ

ケ
l
ト
と
し
て
は
高
率
を
示

し
ま
し
た
。
乙
の
結
果
か
ら
も
洗

剤
に
対
す
る
関
心
度
の
高
さ、

ま

た
、
市
行
政
資
料
確
保
の
た
め
に

積
極
的
な
市
民
の
協
力
が
あ
っ
た

乙
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

各地区回収率

% 
100-<一一一一 ー守

図 l質
問
1
の
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
者

は
図
2
の
と
お
り
で
、
圧
倒
的
に

女
性
の
回
答
者
が
多
く、

洗
剤
と

図2 男女別記入者

い
う
特
殊
な
条
件
で
あ
っ
た
た
め

男
性
の
回
答
は
一

割
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

回
答
者
の
年
齢
構
成
は

①
二
十
歳
未
満
H

一
・
一

Mm

①

二
十
一

t
三
十
歳
日

一
五
・
四
Mm

④
三
十

一
t
四
十
歳川
H

二
四
・
三

Mm

⑨
四
十

一
t
五
十
歳
日
二一

・
九
Mm

①
五
十
一

歳
以
上
H

二

七
・

二
Mm

①
不
明
(
未
記
入
者
)

H

一
0
・一

労

以
上
で
し
た
@

質
問
2
の
大
村
市
に
住
ん
で
い

る
年
数
で
は
、

二
十
年
以
上
の
居

住
者
が
五
四
弱
、
十
一

年

t
二
十

年
、
一

年

t
五
年
が
そ
れ
ぞ
れ
一

三
Mm
、
六
年
l
十
年
が一

一
労、

一
年
未
満
は
四
労
で
し
た
。

質
問
3
の
洗
剤
使
用
状
況
で
は

回
答
者
に
使
用
商
品
名
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
、

集
計
段
階
で
家
庭

用
品
品
質
表
示
法
に
基
づ
く
表
示

で
区
分、

「合
成
洗
剤
」
「
石
け

ん
」

「合
成
洗
剤
と
石
け
ん
の
併

用
」
の
三
区
分
と
し
て
結
果
を
出

し
ま
し
た
。

今
日、

洗
剤
商
品
と
し
て
、

粉

末
洗
剤
、
液
状
洗
剤
、
ね
り
状
洗

剤
、
固
型
洗
剤
な
ど
が
販
売
さ
れ

て
お
り
、
品
質
表
示
法
に
基
づ
く

石
け
ん
と
合
成
洗
剤
の
違
い
を
見

極
め
る
う
え
で
ま
ぎ
ら
わ
し
い
点

が
表
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
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可

1
1
i
j

一
国

民

年

金

特
例
納
付

今
月
で
締
切
り

十ら
五‘国れい
年民まま
(年すな
と 金 。 ら
しは昔
を 六 の
と十保
つ 歳 険
たま 料
人でが
はに納
十二め

よい圃で 422昌吉・
よくかみ
よいからだ

年
1
二
十
四
年
)
加
入
し
な
い
と

年
金
を
も
ら
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
た
り
、

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
、
年
金
を

O 

給
水
装
置
工
事
は

O 
※まてさ @ @ 例 め で め 人 も
詳 せはんた保期がれもなはら
しん 特な だ 険 限 あば保いいえ
く。例どし料はり、険でまな
は 納任、は六ま年料下せド
保 付 意 サ一月す金をさんと
険 す加ラ月三。をさいかあ
年 る 入 リ 当 十 うか。。き
金 乙期 l り日 け のこでら
課 と間マ四 ま らぼうもめ
へ はにン千で れついあて

でつの円 る て う き い
き い 奥 特納入らる

類十内 くく所さり 適の台 洗 な各のれ区 特
で種商 五に 用用れで調用場所たまが質固た分に
し類居月お洗 洗 てあ査し合用くたら問答傾が
た、で上よ 剤剤い り結まもにに、区、取向消 粉
。洗の 旬 ん で で る 、 果 し含はは併分意りが 費末
た種にで八約 洗 現でたむ 合粉用し 見扱あ者洗
く類市い十七剤在は。)成 石状まないりの剤
用はでま七十の、、 と 洗 け 況 しどに、中と
が台調し種種種市図 い剤んにたのつ 粉 で 粉
五所査た類類類内 3 う使をつ。状い末同石
十用し。も、はでの 場用使い 況て石ーけ
七がた の 洗 、使と 合 (用て をはけ視ん
種三市 多 た台用お に逆しは み、んさの

く〉

水
道
部
の
指
定
工
事
庖
で

最
近
、
省
ェ
、
不
ル
ギ

l
対
策
と

し
て
、

太
陽
熱
利
用
の
温
水
器
、

蓄
熱
方
式
の
温
水
器
な
ど
の
設
置

が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
器
具
を
水
道
と
直
結
す
る
場
合

は
、
水
質
保
持
の
た
め
水
道
部
の

承
認
を
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
り

ま
た
、
取
り
付
け
る
際
の
水
道
配

管
は
指
定
工
事
庖
で
な
け
れ
ば
工

事
が
で
き
な
い
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

事
前
に
水
道
部
ま
た
は
指
定
工

州

事
庖
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
る
よ
う

ア

お
願
い
し
ま
す
。

…一

な
お
、
違
反
工
事
が
後
日
判
月

コ
ー
識

し
ま
す
と
器
具
の
取
替
え
、
配
管

プ

工
事
の
や
り
か
え
な
ど
、
使
用
者

誌

の
皆
さ
ん
に
大
変
ど
迷
惑
を
お
か

か

質
問
4
の
購
入
の
条
件
と
し
て

け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

燃

は
っ
き
り
品
名
購
入
を
す
る
人
が

注
意
下
さ
い。

一一

六=一

Mm、
価
格
を
見
て
買
う
人
が

一
九
形
、
洗
剤
な
ら
な
ん
で
も
よ

い
と
答
え
た
人
が
一
五
労
で
し
た

図3 洗剤使用状況

合成浸剤 89 ~

(
水
道
部
)

質
問

5
の
合
成
洗
剤
問
題
に
つ

い
て
は
、

回
答
者
の
ほ
と
ん
ど
が

テ
レ
ビ
、
新
聞
で
知
っ
た
(
九
三

労
)
と
答
え
て
お
り
、
こ
の
こ
と

は
昨
年
十
月
、
滋
賀
県
の
県
民
の

健
康
と
琵
琶
湖
・を
守
る
た
め
、
粉

石
け
ん
使
用
推
進
を
基
本
と
し
た

「
琵
琶
湖
富
栄
養
化
防
止
条
例
」

が
可
決
さ
れ
、
ま
た
、

今
年
三
月

に
は
環
境
庁
と
付
属
機
関
で
「有」

リ
ン
合
成
洗
剤
の
全
面
使
用
中
止

が
決
定
さ
れ
、
通
産
、
厚
生
な
ど

二
十
三
省
庁
に
対
し
協
力
要
請
が

な
さ
れ
る
な
ど
、
更
に
県
内
に
お

い
て
も
、
三
月
二
十
七
日
「
合
成

洗
剤
問
題
を
考
え
る
こ
ん
話
会
」

の
設
置
な
ど
、
合
成
洗
剤
問
題
が

全
国
的
に
広
が
り
、
大
き
な
ニ
ュ

ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
結
果
と
見
ら
れ
ま
す
。

質
問
6
の
洗
剤
使
用
に
よ
る
手

荒
れ
に
つ
い
て
は

め
あ
る
H

四
四
Mm
①
な
い
H

五

四
Mm

④
不
明
日
二
Mm

で
あ
り
、
約
半
数
弱
が
手
荒
れ
を

起
し
た
経
験
が
あ
る
と
回
答
し
て

お
り
、

洗
剤
の
界
面
活
性
剤
が
人

体
に
及
ぼ
す
影
響
を
表
わ
す
一
つ

の
結
果
と
し
て
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

質
問

7
で
は
、
県
と
四
市
九
町

が
集
ま
り
四
十
七
年
か
ら
「
大
村

湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
が
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
乙
の
こ
と
に

つ
い
て
は
図
4
の
と
お
り
で
す
。

諌早

長崎

図4 大村湾をきれいにする会

佐世保

質
問

8
の
海
や
川
を
き
れ
い
に

す
る
た
め
、
合
成
洗
剤
を
使
わ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
意
見
に

対
し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
結
果
か
ら
、
合
成
を
洗
剤

使
わ
な
い
と
い
う
考
え
方
に
つ
い

て
は
、

全
体
的
に
取
り
組
ま
れ
た

場
合
、
九
三
労
の
家
庭
が
同
調
で

き
る
条
件
を
も
っ
て
い
る
と
理
解

で
き
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
現
実
は
図
3
で
示
し

た
よ
う
に
九
O
M
m
の
家
庭
が
使
い

な
れ
た
身
近
に
あ
る
合
成
洗
剤
を

使
用
し
、
石
け
ん
使
用
は
わ
ず
か

二
Mm
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。



日間

l
持
っ
て
く
る
も
の

り

受給資格者証を更新

-
更
新
期
間
中
I
l
l
1
1
1
l
J

「
l
各
出
張
所
で
も
受
付
l
l
L

更
新
期
間
中
は
各
出
張
所
に
次

の
日
程
で
福
祉
課
よ
り
出
向
き
受

付
ま
す
が
、
ハ
ガ
キ
で
日
時
を
指

定
し
て
い
ま
す
の
で
そ
の
日
に
申

請
し
て
下
さ
い
。

り

。
現
在
使
用
中
の
受
給
資
格
者
証

。
健
康
保
険
証

。
印
か
ん

。
通
知
の
ハ
ガ
キ

。
心
身
障
害
者
医
療
該
当
者
は
別

に
心
身
障
害
者
手
帳
あ
る
い
は

療
育
手
帳

。
本
年
一
月
二
日
以
降
に
転
入
し

た
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
が
市

外
に
い
る
人
は
昭
和
五
十
五
年

度
の
所
得
証
明
書

お お む

月 18日か

市政だより

|福祉医療費|
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な
お
、
指
定
日
に
乙
れ
な
い
方

は
、
十
八
日
以
降
福
祉
課
へ
お
い

で
下
さ
い
。

。
竹
松
出
張
所
六
月
十
八
日
・

十
九
日

。
三
浦
出
張
所
六
月
二
十
日

。
鈴
田
出
張
所
六
月
二
十
日

。
萱
瀬
出
張
所
六
月
二
十
三
日

。
福
重
出
張
所
六
月
二
十
三
日

。
市
役
所
福
祉
課
六
月
二
十
四

日
・
二
十
五
日

。
西
大
村
出
張
所
六
月
二
十
六

日
・
二
十
七
日
・
二
十
八
日

。
松
原
出
張
所
六
月
三
十
日

出
張
所
で
は
い
ず
れ
も
午
前
九

時
1
午
後
四
時
(
西
大
村
出
張
所

二
十
八
日
は
午
前
十
一
時
)
ま
で

市
役
所
福
祉
課
は
午
前
八
時
三
十

分

t
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

1 

汗

そ

一
寡

一男

を

新

た

に

追

加

該

当

者

は

申

請

を

現
在
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
、

心
身
障
害
者
、
母
子
、
寡
婦
、
未

婚
の
女
子
、
乳
幼
児
な
ど
に
福
祉

医
療
費
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が

句、
t
、t
‘t
、ー、
.. 、t
、t
、』、目、，、・
!
t
‘ー、.司、
t
‘t
、t
-
t
、・
!
t
‘t
、，、
.. 4
 

一

こ

の

度

、

見

舞

状

並

び

に

年

賀

状

の

自

粛

一

一

止

大

村

市

議

会

を

申

し

合

せ

ま

し

た

。

一

一

廃

に

お

き

ま

し

し

た

が

い

ま

し

て

、

議

員

三

~

礼

て

は

、

新

生

暑

中

見

舞

状

並

び

に

年

賀

状

に

一

一

虚

活

運

動

推

進

つ

い

て

は

、

廃

止

す

る

こ

と

と

一

~

で

の

一

環

と

し

な

り

ま

し

た

の

で

、

市

民

の

皆

一

一

f
A
S
A

て
、
虚
礼
廃
さ
ん
に
お
か
れ
で
も
、
乙
の
趣
一

一

引

議

止

に

つ

い

て

旨

を

ど

理

解

の

上

ご

協

力

賜

り

一

一

知

市

話

し

合

い

の

ま

ず

さ

つ

お

願

い

い

た

し

ま

す

一

一

お

結

果

、

暑

中

一

こ
の
ほ
か
に
六
十
八
歳
以
上
七
十

歳
未
満
の
男
性
の
う
ち
次
に
該
当

す
る
人
(
寡
男
)
に
も
七
月
一
日

以
降
診
療
分
の
医
寮
費
が
支
給
さ

れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
者
は
次
の
書
類
を
そ
ろ
え

て
福
祉
課
で
申
請
し
て
下
さ
い
。

該
当
者
現
在
婚
姻
し
て
い
な
い

人
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人

肘
配
偶
者
と
離
婚
ま
た
は
死
別
し

た
人

川
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
人

同
ァ
、
イ
と
同
様
の
状
態
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人

同
原
爆
被
爆
者
手
帳
所
持
者
、
生

活
保
護
家
庭
で
医
療
費
公
費
負

! 受 出 を持で (と年止格る ; 
: 付 張 な し つ に 六 郵 に 現 に は 人 児 i
i時所おてて現月送な況なあ、童:
間で、下市況二済つ届つるま手!

t はも次さ民届日)てをてがた当'
t 午受のい課、 t い提い現、を!
t 前付目。で印三 ま 出 る 在 受 受 '
i九ま程 手か十 すす人支けけ a
i時すで 続ん目 。るは給るて i

。各 きをま 乙毎停資い，

I現況届の提出をつ i
L-児童手当受給者・資格者-.J

H さも場手い 月日竹出張月三午!
t いれ合当と現十 松張所九浦後 E

i 。な もが 、況 三西 出所 11 日・四，
i く あ も 六 届 日 大 張 11 六 鈴時 t
. 手りら月を 村 所 六 月 萱 固 ま a
i 続まえ以提 出 11 月十瀬出で i

きすな降出 張六十日・張で t

! しのくのさ 所月一 福所す!
E てでな児れ 11 十日松重 o ! 
l 下、る童な 六二 原出六 ' 

担
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
人

必
要
書
類
例
寡
男
申
立
書
川

戸
籍
謄
本
州
住
民
票
謄
本

判
所
得
証
明
書
附
健
康
保
険

O 

証
制
印
か
ん

ア
・
エ
の
用
紙
は
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

く〉

く〉

七
十
歳
以
上
の
老
人
、
心
身
障

害
者
、
母
子
、
寡
婦
、
未
婚
の
女

子
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
受
給

資
格
者
証
の
有
効
期
限
が
六
月
三

十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

受
給
資
格
者
証
を
更
新
し
ま
す
。

該
当
者
に
は
別
に
ハ
ガ
キ
で
通

知
し
ま
す
が
、
次
の
も
の
を
持
参

の
う
え
・
申
請
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
老
人
医
療
に
つ
い
て
は

本
人
の
所
得
が
五
百
万
円
、
配
偶

者
も
し
く
は
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
は
、

七
月
一
日
以
降
診
療
分
よ
り
こ
の

医
療
制
度
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん。

h

!

副
司
岨

5
年
ご
と
固
と
郷
土
を
み
な
お
す
日

6
月

初

福
祉
手
当
所
得
状
況
届
は

日

ま

で

在
宅
の
重
度
障
害
者
に
支
給
し

て
い
ま
す
福
祉
手
当
を
現
在
受
け

て
い
る
人
、
ま
た
、
現
在
支
給
停

止
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年
六

月
に
福
祉
手
当
所
得
状
況
届
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

l
l
国

勢

調

査

旬

月

1
日

l
l

該
当
者
は
六
月
三
十
日
ま
で
に

福
祉
課
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
支

給
停
止
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提

出
し
て
下
さ
い
。

※
所
得
状
況
届
の
用
紙
は
福
祉
課

ま
た
は
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す



昭和55年 6月1日
GIII日IImllnlllllllnnllll山川問問削州側側刷削酬酬脚酬馴馴側側酬酬馴削馴糊畑

りおおむ市政だより)
 

4
E
E
A
 

H
H日

t 

※ 

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
グ

j 〕-~
dSでご二「~

! 耳記長 j 
~おしらせ|

-
日
本
脳
炎
の

予

防

接

種

該

当

者

三

t
十
五
歳
ま
で
の
人

受
け
て
い
け
な
い
人

発
熱
し
て
い
る
人
、
著
し

い
栄
養
障
害
者
、
心
臓
血

管
系
・
腎
臓
・
肝
臓
疾
患

に
か
か
っ
て
い
る
人
で
当

該
疾
患
が
急
性
期
・
増
悪

期
・
活
動
期
に
あ
る
人
、

接
種
液
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ

ー
症
状
が
お
乙
る
お
そ
れ

の
あ
る
人
、
異
常
な
副
反

応
を
お
こ
し
た
こ
と
が
あ

る
人
、
接
種
前
一
年
以
内

に
け
い
れ
ん
の
症
状
が
あ

っ
た
人
、
妊
娠
し
て
い
る

人
以
上

の
人
の

ほ
か
予

防
接
種

を
行
う

乙
と
が

不
適
当

な
状
態

に
あ
る

人
接
種
回
数

。
初
回
免
疫
者
H
二
回
接
種
(
一

I
二
週
間
の
間
隔
を
も
っ
て
行

う
)

。
追
加
免
疫
者
日
一
回
接
種

※
幼
稚
園
児
は
各
幼
稚
園
で
、
小

中
学
校
の
生
徒
は
各
学
校
で
接

種
し
ま
す
。

献
血
車
巡
回
目

実施場所 I1回目 I2回目

市 役 所

広 /6/ 24 諏訪公民館

萱頑出張所

三浦出張所

広三鈴田出張所

竹松出張所

中地区公吋 %IXs
福重出張所

社セジタ I%IX 
松原出張所

日本脳炎予防接種目程

-
1歳
6
カ
月
児

健

康

診

査

対
象
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
生

ま
れ
の
幼
児
で
す
が
、
周
年
六

月

t
十
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健

康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児

も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
六
月
十
三
日
、
十
七
日

午
後
一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

6
月
同
日

叩
時

Iη
時

午後 2時.......3時

内

容

問

診
、
身
体
測
定
、

歯
科

検
査
、
貧
血
の
検
査
、
診
察
、

映
画
「
自
立
の
始
ま
る
頃
」
、

個
別
相
談

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
及
び
送
付
し
ま

し
た
問
診
票
を
記
入
の
う
え
必

ず
ど
持
参
下
さ
い
。

時間

ス
ポ
ー
ツ

-
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

初
夏
の
雲
仙
へ
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
観
賞
登
山
を
行
い
ま
す
。
初

め
て
の
方
も
ふ
る
っ
て
ど
参
加
下

さ
い
。

日
時
六
月
八
日
(
日
)
雨
天
中
止

コ
1
ス

仁

田

峠

|
妙
見
岳
l
国

見
岳
l
普
賢
岳

参
加
費
(
交
通
費
)

大
人
口
千

新
伝
染
病
棟
が
完
成
/

市
立
病
院
に
併
設
さ
れ
て
い
た

伝
染
病
棟
は
、
病
院
の
新
築
移
転

に
伴
い
新
病
院
内
へ
の
移
転
を
急

い
で
い
ま
し
た
が
、
国
・
県
の
補

助
金
や
国
民
年
金
環
元
融
資
を
受

け
、
乙
の
三
月
近
代
的
設
備
を
備

え
た
病
棟
(
十
二
床
)
が
完
成
し

ま
し
た
。

乙
れ
か
ら
は
地
元
の
患
者
を
は

じ
め
、
長
崎
空
港
の
国
際
化
に
伴

う
患
者
の
収
容
に
利
用
さ
れ
、
伝

染
病
予
防
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

市
役
所
玄
関
前

一
行
政
相
談

~

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

~
日
時
半
八
月
十
二
日

一

午

前

九

時

三

十

分

t
正
午

-
法
律
相
談

-

(

毎

月

第

三

水

曜

日

)

-

日

時

l
l
l

一

市

民

相

談

コ

ー

ナ

ー

で

・

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

一

お
気
軽
に
川
崎
は
い
i

一

午
前
十
時
t
午
後
三
時
↑

0

0

0

-

※
巡
回
登
記
相
談
は
六
月
十
四
一

日
(
午
後
一
時

t
四
時
ま
で
)
-

西
大
村
と
福
重
出
張
所
で
行
一

|相談|
六
月
十
八
日

五
百
円
、
子
供
H
千
円

集
合
当
日
、
午
前
八
時
ま
で
に

三
城
公
園

(
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

前
)
に
集
合
す
る
乙
と

募
集
定
員
五
十
人

申
込
先
電
話
で
教
育
委
員
会
体

育
課
へ

主
催
大
村
山
岳
会

後
援
市
教
育
委
員
会

-
第
叩
回

少
年
野
球
大
会
成
績

五
月
三
・
四
日
、
市
営
球
場
で

大
村
市
野
球
協
会
の
主
催
で
小
学

生
の
部
に
十
一
チ

1
ム
、
中
学
生

の
部
に
十
四
チ
l
ム
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
小
学
生
の
部
〕

①
旭
ク
ラ
ブ

A
②
一
一
ュ

l
大
村
A

③
西
大
村
、
ニ
ュ
!
大
村
B

〔
中
学
生
の
部
〕

①
本
町
@
原
口
A
③
皆
同
、
鈴
田

少
年
団

-
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ

ー
大
村
地
区
予
選
成

績五
月
十
八
日
、
市
営
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
玖
島
②
中
央
③
郡
、
西
小

※
玖
島
は
六
月
十
五
日
、
県
大

会
へ
出
場



(12) りお お む市政だより昭和55年 6月1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111110 

一
受
付
開
始

日
※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り

〆句、

コ

ユ 電
ニ 話
テ で
ィ中
セ 央
ン公
タ民
l 館

各

種

講

座

の

案

内

六
月
九
日
か
ら

ー
ー
ー
中
央
公
民
館
1

1

1

申
込
先

ま
す
。

圏
第

1
回
ふ
る
さ
と
史

跡
散
歩
教
室

お
客
さ
ん
が
あ

っ
た
と
き
な
ど

ふ
る
さ
と
の
史
跡
を
案
内
で
き
た

ら
、
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
を
対

象
に
、
代
表
的
な
史
跡
を
訪
ね
る

ふ
る
さ
と
史
跡
散
歩
教
室
を
聞
き

ま
す

9
な
お
、
乙
の
教
室
は
今
回
を
第

一
回
と
し
て
十
固
に
わ
た
っ
て
毎

月
場
所
を
変
え
て
行
い
ま
す
。

日
時
六
月
二
十
九
日
(
日
)

午
前
十
時

t
正
午

※
当
日
雨
天
の
場
合
は
中
止

史
跡
旧
円
融
寺
庭
園
ほ
か

集
合
場
所
午
前
十
時
ま
で
に
春

日
神
社
前
(
一
の
鳥
居
付
近
)

定
員
三
十
大

受
講
料

無
料

講
師
大
村
史
談
会
会
員

深
草
静
雄
先
生

内
、
宮
④
i
一
三
六
一
)
へ

絵
画
を
と
お
し
て
、
母
と
子
の

ふ
れ
あ
い
の
中
で
情
操
豊
か
な
創

造
性
を
養
う
絵
画
教
室
を
聞
き
ま

す。期
間
六
月
二
十
八
日

t
八
月
三

十
日
(
毎
週
土
曜
日
、
午
後
一

時
三
十
分

t
三
時
三
十
分
、
十

回
)

場

所

中

央
公
民
館

(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

対

象

五

歳

t
七
歳
の
子
ど
も
と

お
母
さ
ん

定
員
十
五
組
(
三
十
人
)

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師

絵
画
教
師

秋
山
和
子
先
生

-
水
彩
画
教
室

気
が
る
な
気
持
で、

絵
を
楽
し

く
か
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
ら

れ
る
初
心
者
の
方
を
対
象
に
水
彩

画
教
室
を
聞
き
ま
す
。

期

間

六

月
二
十
五
日
J
八
月
二

十
七
日
(
毎
週
水
曜
日
、
午
後

七
時
l
九
時
、
十
回
)

場
所
中
央
公
民
館

(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
日
本
水
彩
画
会
会
員

村
井
喜
次
先
生

-
や
さ
し
い
中
国
語

会

話

教

室

初
心
者
を
対
象
に
日
常
会
話
を

中
心
と
し
た
中
国
語
会
話
教
室
を

聞
き
ま
す
。

期
間
六
月
二
十
三
日

I
八
月
二

十
五
日
(
毎
週
月
曜
日
、
す
午
後

七
時

t
九
時
、
十
回
)

場

所

中

央
公
民
館
(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

対

象

一

般
成
人

(
初
心
者
)

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料

講
師
大
村
中
文
同
学
会

松
尾
謙
一
郎
先
生

※
経
験
者
の
方
は
毎
週
火
曜
日
の

午
後
七
時

i
九
時
ま
で
聞
か
れ

て
い
る
「
中
文
同
学
会
」
の
方

に
お
は
い
り
下
さ
い
。

-
家
庭
料
理
教
室

手
近
か
な
材
料
を
使
っ
て
、
し

か
も
栄
養
・
経
済
的
な
面
か
ら
も

実
際
的
な
家
庭
料
理
教
室
を
聞
き

@
5年

ご
と
固
と
郷
土
を
み
な
お
す
日

ま
す
。

期
間
六
月
二
十
六
日

t
八
月
二

十
八
日
(
毎
週
木
曜
日
、
午
前

十
時

t
正
午
、
十
回
)

場

所

中

央
公
民
館

(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

吏

員

三

十
六
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
管
理
栄
養
士

山
口
貞
子
先
生

-
手
づ
く
り

お
や
つ
教
室

グ手
づ
く
り
の
お
や
つ
4

を
通

し
て
お
母
さ
ん
の
愛
情
を
/

そ
ん
な
願
い
か
ら
「
手
づ
く
り

お
や
つ
教
室
」
を
聞
き
ま
す
。

期
間
六
月
二
十
四
日

t
八
月
二

十
六
日
(
毎
週
火
曜
日
、
午
前

十
時

t
正
午
、
十
回
)

場

所

中

央
公
民
館

(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

定
員
三
十
六
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
〉

講
師
管
理
栄
養
士

山
口
貞
子
先
生

-
よ
り
よ
い
生
活
を
め

ざ
す
高
齢
者
教
室

「
人
は
学
ぶ
こ
と
が
や
ん
だ
時

老
衰
と
頑
め
い
が
は
じ
ま
る
」
と

い
わ
れ
ま
す
。
高
齢
者
の
学
ぶ
場

と
し
て
、
仲
間
と
の
出
合
い
の
場

と
し
て
の
高
齢
者
教
室
を
聞
き
ま

す。期

間

六

月

t
十
二
月
ま
で
(
毎

月
二
回
、
午
後
二
時

t
四
時
)

場
所
中
央
公
民
館

(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ジ
タ
l
内
)

対
象
高
齢
者
(
六
十
歳
以
上
一
)

定
員
五
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
〉

-
良
い
子
に
育
て
る

心
理
学
講
座

子
ど
も
の
成
長
と
心
の
特
徴
を

理
解
し
、
年
齢
に
応
じ
た
し
つ
け

に
つ
い
て
学
び
良
い
子
に
育
て
る

親
の
心
構
え
を
学
習
す
る
心
理
学

講
座
で
す。

日
時
第
一
回
目
六
月
二
十
三
日

午
前
十
時
l
正
午

(
毎
月
一
回
、
六
回
講
座
〉

場

所

中

央
公
民
館

(コ

ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

対

象

婦

人

定
員
四
十
人

受
講
料
無
料

講
師

長
崎
大
学
教
授

川
崎
宏
先
生

内
容
。
第
一
回
乳
児
期

(O
t

二
歳
〉
身
辺
生
活
時
代

。
第
二
回
幼
児
期
(
三
t
五
歳
」

想
像
生
活
時
代

。
第
三
回
児
童
期
(
六

t
十
二
歳
)

知
識
生
活
時
代

1
l
国

勢

調

査

旬

月

1
日

l
l

。
第
四
回
青
年
前
期
(
十
三

t
十

五
歳
)
精
神
生
活
時
代

。
第
五
同
青
年
中
期
(
十
六

I
十

八
歳
)
精
神
生
活
時
代

。
第
六
回
青
年
後
期

(
十
九

t
二

十
五
歳
)
精
神
生
活
時
代

議

習

会

-ガ
l
ル
・
ス
カ
ウ
ト

指
導
者
養
成
講
習
会

ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
長
崎
県
連

絡
協
議
会
で
は
、
日
本
連
盟
公
認

の
指
導
者
養
成
講
習
会
を
聞
き
ま

す
。
少
女
た
ち
の
指
導
者
を
志
す

人
、
ま
た
、
ガ
l
ル
・
ス
カ
ウ
ト

運
動
に
関
心
の
あ
る
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
六
月
二
十
一
日
、
二
十
二

目
、
二
十
三
日

場
所
県
立
研
修
所

講
師
日
本
連
盟
公
認
ト
レ

I
ナ

ー
チ
l
ム

資
格
十
八
歳
以
上
の
婦
人

申
込
方
法
六
月
十
四
日
ま
で
に

中
地
区
公
民
館
内
、
ガ
ー
ル
・

ス
カ
ウ
ト
長
崎
県
第
七
回
へ
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t 

※
 
耳

と

も

よ

お

し

-
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
演
奏

会
-
|
公
演
迫
る
|
|

こ
の
公
演
は
、
す
ぐ
れ
た
舞
台

芸
術
を
多
く
の
人
に
鑑
賞
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
文
化
庁
が
移
動
芸

術
祭
と
し
て
巡
回
公
演
を
し
て
い

る
も
の
で
す
。
入
場
券
は
枚
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

お
求
め
下
さ
い
。

日
時

六
月
十
六
日

午
後
六
時
三
十
分
開
演

一一一一口

葉

の
市
民
会
館
ホ
l
ル

相

談

場
所

演
奏
曲
目

ワ

1
グ
ナ
作
曲

楽
劇
「
ニ
ュ

l
ル
ン
ベ
ル
ク

の
名
歌
手
」
前
奏
曲

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
作
曲

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
番

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

1
作
曲

交
響
曲
第
五
番

指
揮
H

朝
比

奈

隆

ピ
ア
ノ
独
奏
リ
荒
憲

一

入
場
料
一
般
H
二
千
円

(当
日
二
千
二
百
円
)

小
中
高
生
H
八
百
円

(
当
日
千
円
)

前
売
券
発
売
所

森
竹
電
器
居、

司~-_.事布、4....，~司、、、、、 一一- -、ー一九九、言、、、、可

報 Eゅう与志
満開は6日-8日頃

日

6
月
幻
日

ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
底
、

原
田
楽
器

大
村
・

諌
早
底
、
牧
島
楽
器
庄

平
和
堂
レ
コ
ー
ド
庖
、
長
崎
書

底、

商
工
会
議
所
、
中
央
公
民

館
、
中
地
区
公
民
館
、
教
育
委

員
会

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

-
第

6
回
大
村
少
年
合

唱
固
定
期
発
表
会

一
年
間
の
練
習
成
果
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
く
第
6

固
定
期
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
ど
参
会
下
さ
い
。

日
時
六
月
八
日
(
日
)

午
後
一
時
三
十
分
開
演

会
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
大
村
少
年
合
唱
団
母

の
会
(
主
催
者
)
ま
た
は
社
会

教
育
課
へ

(
土
)

午
後
1
時
i
3時

-
花
菖
蒲
観
賞
川
柳
会

大
村
文
芸
協
会
で
は
、
大
村
公

園
の
花
菖
蒲
を
「
よ
り
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
い
、
よ
り
広
く
紹
介

す
る
た
め
」
川
柳
会
を
開
催
し
ま

す。
経
験
者
、
初
心
者
を
問
わ
ず
お

気
軽
に
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
六
月
八
日
(
日
〉

午
前
十
時
か
ら
受
付

大
村
神
社
社
務
所

午
前
十
一
時
四
十
五

分

場
所

出
句
締
切

出
句
数

当
日
花
菖
蒲
観
賞
句
を

五
句

五
百
円

参
加
料

※
詳
し
く
は
大
村
文
芸
協
会
川
柳
祭

部
会
(
雷
④
l
二
六
三
四
)
ま
化

た
は
社
会
教
育
課

へ

お

ま

ち

し

て

い

ま

す

花しょ うぶは、例年6月6日-8日

頃満聞になります。

花の種類は85種、花の数は約 3.000

本もあり、 優雅な美しさは多くの観光

客に楽しまれています。ご家族そろっ

ておいで下さい。

しも よ お

6月7日-11日

民踊=花し ょうぶ圏内仮設舞台

12: 00-
8月8日(日〉

野だてお茶会=花しょうぶ園そば

11 : 00""" 
川柳大会=大村神社社務所

12: 40 投句締切

※花しょうぶの開花状況、催しのお問合

せは商工観光課または大村市観光協会

〈雷② -3605)へ

福
祉
セ
ン
タ
ー

-
市
民
文
化
祭

県
角
館
町
と
の
姉
妹
都
市
締
結
を

記
念
し
て
両
市
民
の
美
術
作
品
の

特
別
展
も
し
ま
す
。

期
間
六
月
一
日

t
二
十
二
日

内
容
別
表
の
と
お
り

N

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

文
化
の
香
り
高
い
大
村
を

'

今
回
は
兵
庫
県
伊
丹
市
、
秋
田

程

行 事 内 容 時 | 場 所 主 催

大 村 市謡曲大会
日本文化をはぐくんだ古典芸能を B月1日 本

経 寺大村市謡曲愛好会
伝承し日本の心にふれる 9:00-16・00

大村市民美術展〈市展〉
油絵、日本画、調塑、工芸、書道、 6月13日-16日

コミュニティセYター 大村市美術協会
南画計300点出点 9:0 -17:00 

市民華道展
池訪、新池坊、専豆油坊、安達流 B月13日-15日

コミュニティセYター 大 村 市華道連合会
が合同で200杯の生花展を開く 9:00-17:00 

大村藤間会
藤秀会、藤舞会、藤恩会、秀栄会、 6月21日

コミュニティセYター日舞の祭典
藤間漬三樟社中による日本の舞の祭典 13:00-16:00 

市 民 茶会
表千家、裏千家.宗f肩疏が席を設け 6月21日

コミュニティセンタ ー 大村市茶道連合会
茶会を開〈 9:00-16:00 

日本の心を誇に、地方の 詩吟、民踊、民謡の3部門が合同で B月22日
コミュニティセンター 大民好村会踊吟協、大道会連村、大民合村会踊民、ク大踊ラ村愛プ

祭りを腐る 共演する持と踊りの祭典 9:00-16:00 

市民文芸大会
短歌、俳句、川柳の部門が合同で B且22日

コミュニティセンタ ー 大村市文芸悔会
合評会を開く 13:00-16:00 

清らかすの歌なる子ほ供かたをちの心をアニメ ーシ B月B日
大村少年合唱団発表会 ョン コーラスにのせて披

14:00目 16:00
コミュニティセンター 大村市音楽団体協議会

ろう

市民合唱祭
市民合唱サークルが集って開く i歌の B月21日

市 民 会館 大村市音楽団体協議会
祭典 16: 30-20: 00 

姉妹都市美術作品特別展
伊丹市、角館町との姉妹都市締結を

6月12日-22目 コミュニティセ:/1'- 大姉村妹市都市親善協会
記念し市民文化祭に特別委加

日文民市



U4l 

も

よ

お

し

り

園
第

2
団
長
崎
県
身
体

障
害
者
技
能
競
技
大

企
A

おおむ

日
時
七
月
二
十
日
(
目
)
午
前

八
時

t
午
後
二
時

場
所
長
崎
県
高
等
職
業
訓
練
校

(
西
彼
杵
郡
長
与
町
〉

競
技
種
目
洋
裁
、
和
裁
、
洋
服

建
具
、
家
具

参
加
申
込
締
切
六
月
十
日

※
参
加
資
格
、
申
込
方
法
な
ど
詳

し
く
は
福
祉
課
へ

市政だより

-
大
村
・
諌
阜

市
民
劇
場
例
会

『
ピ
ッ
ケ
と

バ
イ
キ
ン
グ
た
ち
』

受
付
期
間
六
月
五
日

t
二
十
日

第
一
次
試
験
八
月
三
日

受
験
資
格
昭
和
二
十
八
年
四
月

二
日

t
三
十
四
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
(
た
だ
し

四
年
制
大
学
卒
業
者
ま
た
は
卒

業
見
込
者
)

※
詳
し
く
は
近
く
の
警
察
署
、
派

出
所
、
駐
在
所
へ

(
大
村
警
察
署
)

劇
団
民
劇
『
居
酒
屋
』

六
月
十
八
日

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館

大
村
・
諌
早
市
民
劇
場

日
時

六
月
六
日

午
後
六
時
三
十
分
間
漬

日
時

場
所

市
民
会
館

主
催

大
村
子
ど
も
劇
場

主場
催所

※
詳
し
く
は
大
村
子
ど
も
劇
場
事

務
局
(
雷
③
l
七

O
六
三
)
ま

た
は
社
会
教
育
課
へ

※
詳
し
く
は
大
村
・
諌
阜
市
民
劇

場
事
務
局
(
雷
③
|
三
七
ニ
九
)

ま
た
は
社
会
教
育
課
へ

-
大
村
子
ど
も
劇
場

第
何
回
例
会

募

そ

の

他

集

• 警

• 断

察

酒

会

F晶『

員

人
形
劇
団

ひ
と
み
座
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一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

清

和

国

へ

一

ム
専
念
寺
華
頂
婦
人
会
(
渡
辺
一

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
百
二
十
五
円
マ
一
瀬
キ
ク
ノ
ト
シ
会
長
)
住
職
法
話
、
み
か
一

一

-
香

典

返

し

一
敬
称
略
マ
富
議
(
黒
木
郷
・
亡
母
ツ
(
池
田
一
丁
目
)
慈
恵
荘
へ
十
ん
三
十
七
キ
ロ
、
ジ
ュ
ー
ス
二
一

ミ
)
黒
木
老
人
ク
ラ
ブ
あ
お
ば
万
円
マ
貞
松
フ
ミ
子
〈
一
の
箱
マ
本
経
寺
(
古
町
一
丁
目
)
一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

会

へ

三

万

円

郷

)

慈

恵

荘

へ

人

形

十

個

マ

柏

餅

百

個

マ

光

建

設

岩

氷

二

本
経
寺
(
佐
古
亮
尊
〉
慈
恵
荘
生
(
西
本
町
)
手
拭
五
十
本
、
一

一

マ

溝

道

喜

久

枝

(

陰

平

郷

・

亡

-

盤

寄

付

敬

称

略

へ

柏

餅

百

八

十

個

マ

全

日

本

カ

!

?

ジ

ョ

ン

三

十

本

、

キ

一

一
夫
五
月
義
)
三
万
円
マ
一
瀬

社
会
福
祉
事
業
費
へ
磯
づ
り
連
盟
西
九
州
支
部
大
村
ヤ
ン
デ
1
四
十
五
袋
、
生
菓
子

一
春
枝
(
西
本
町
・
亡
夫
二
郎
)
マ
渋
川
貞
子
(
広
島
市
)
一
万
地
区
局
(
代
表
者
佐
藤
勇
雄
)
五
十
個
マ
高
原
生
花
庖
(
本
一

一

十

万

円

マ

御

厨

綾

子

(

武

留

円

慈

恵

荘

へ

黒

ダ

ィ

、

チ

ヌ

を

十

町

)

カ

ー

ネ

ー

シ

ョ

ン

ほ

か

百

一

一
路
郷
・
亡
夫
元
)
十
万
円
マ
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
・
一
一
一
キ
ロ
マ
林
シ
オ
(
徳
泉
本
マ
全
磯
連
酉
九
州
支
部
大
一

一
古
賀
義
夫
(
西
三
域
町
・
亡
三
マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
〉
川
内
郷
)
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
ツ
村
地
区
局
(
代
表
佐
藤
勇
雄
)
一

一

女

和

子

)

三

万

円

大

村

子

供

の

家

へ

三

万

九

千

八

ツ

ジ

一

鉢

チ

ヌ

、

黒

ダ

イ

ほ

か

二

十

キ

ロ

一

乙
の
会
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

者
や
中
毒
気
味
で
悩
ん
で
い
る
人

た
ち
が
集
ま
り
、
お
互
い
に
体
験

を
通
し
て
励
ま
し
合
っ
た
り
、
強

く
立
ち
直
る
た
め
の
会
で
す
・

家
族
そ
ろ
っ
て
お
気
軽
に
お
で

か
け
下
さ
い
。

日
時
毎
月
第
四
土
曜
日
、
午
後

一
時
か
ら

場
所
大
村
保
健
所

-
中
小
企
業
診
断
士
試

験

受
付
期
間

ま
で

試
験
科
目
工
鉱
業
・
商
業
の
部

門
別
に
行
う

試
験
地
札
幌
、
東
京
、
名
古
屋

大
阪
、
福
岡

試
験
日
七
月
二
十
二
日
、
二
十

三
日

受
験
手
数
料
六
千
円

申
込
先
社
団
法
人
・
中
小
企
業

診
断
協
会
事
務
局
試
験
係
(
東

京
都
中
央
区
銀
座
一

l
一
四

l

一
一
銀
松
ピ
ル
、
宮
東
京
五
六

一一一

l
O八
五
一
)

※
詳
し
く
は
申
込
先
ま
た
は
市
商

工
観
光
課
へ 六

月
二
日

t
十
六
日

-
精
神
衛
生
相
談

日
時
毎
月
第
一
一
・
第
四
月
曜
日

午
後
二
時
か
ら

場
所

大
村
保
健
所

担
科当

国
立
長
崎
中
央
病
院
精
神

東
島
先
生

S月は市 県 民 同 期 で す

納期内に納めましよう
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